
 
 - 1 - 

令和元年１１月 定例教育委員会 
 

日 時  令和元年１１月２５日（月）１５時００分～ 

 

場 所  市役所１１階会議室２ 

 

出席者 

 （教育委員） 

  西本教育長 中島教育長職務代理者 深町委員 合田委員 内海委員 

 （事務局） 

  池田教育次長兼新しい学校推進室長 陣内教育次長兼学校教育課長 小田副理事兼社

会教育課長 友永総合教育センター長兼総合教育センター課長 松尾総務課長 吉田

学校保健課長 山口文化財課長 嶋田スポーツ振興課長 梶山教育センター所長 坂

口図書館長 近藤青少年教育センター所長 熊本総務課長補佐 

 

欠席者 

  なし 

 

傍聴者 ０名 

 

内 容 

 (1)教育長報告 

 

 (2)令和元年９月分議事録の確認 

 

 (3)議 題 

  ①令和元年１２月一般会計補正予算（第８号）の件 

  ②佐世保市公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正の件 

  ③島瀬美術センター臨時休館及び臨時開館、開館時間延長の件 

 

 (4)協議事項 

  なし 

 

 (5)報告事項 

  ①第３回佐世保市教育振興基本計画（第３期）策定検討委員会について 

  ②佐世保市子ども読書プラン（第３次）について 

  ③第５回Ｓａｓｅｂｏ Ｅｘｐｏの開催について 

  ④語らいの広場の開催について 

  ⑤佐世保市鹿町地区体育施設の指定管理者の選定について 

  ⑥第１１回下村脩ジュニア科学賞ＳＡＳＥＢＯ表彰式の開催について 

  ⑦令和元年度佐世保市少年科学教室閉講式及び発表会の開催について 
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  ⑧教育センター第１回教育フォーラムの開催について 

  ⑥図書館開催のイベントについて 

 

 (6)その他 

  ① 次回開催予定 

 

◆ 教育長報告 

○ １０月２５日 小体会 開会式（Ｂブロック） 

○        島瀬美術センター 広重展開会式 

○ １０月２６日 青少年育成懇談会 

○        国際交流運動会 

○ １０月２８日 市政懇談会（西地区） 

○ １０月２９日 学校訪問Ａ（中里中） 

○ １０月３０日 学校訪問Ｂ（大久保小） 

○        文部科学省初等中等教育局施設助成課来庁 

○        市長表敬訪問（コカ・コーラ社） 

○        公民館運営審議会 

○        法人会寄贈図書目録贈呈式 

○ １０月３１日 学校訪問Ｂ（清水中） 

○        佐世保明るい社会づくり運動推進協議会運営委員会 

○ １１月 １日 学校訪問Ｂ（東明中） 

○        小中学校副校長・教頭との懇親会 

○ １１月 ２日 劇団カッパ座佐世保カッパ友の会第５０回佐世保記念公演 

○ １１月 ３日 江迎音楽祭文化祭 

○        広田地区ふるさと祭り 

○ １１月 ５日 小学校定例校長研修会 

○        市長感謝状贈呈（相浦港湾協会） 

○        総合計画調査特別委員会 

○ １１月 ６日 佐世保市民生委員児童委員協議会 退任会長送別会 

○ １１月 ８日 中学校定例副校長・教頭研修会 

○        第１５回長崎県高等学校総合文化祭（しおかぜ祭）開会式 

○        永年表彰 

○ １１月 ９日 南地区公民館まつり 

○        中部地区公民館文化祭 

○ １１月１１日 学校訪問Ａ（木風小） 

○        佐世保歯科医師会との懇談会 

○ １１月１２日 第７回佐世保シニアオープンゴルフトーナメント実行委員会表敬訪問 

○ １１月１３日 学校訪問ＳＡ（潮見小） 

○        前期教育委員会 

○ １１月１４日 佐世保明るい社会づくり運動推進協議会 学校菜園助成事業視察 

○ １１月１５日 愛宕中研究発表大会 

○        市政懇談会（柚木地区） 

○ １１月１７日 早岐文化祭 

○        長崎県地方史研究佐世保大会 

○ １１月１８日～１９日 長崎県都市教育長協議会 

○ １１月２０日 県教育委員会 県要望 

○        市長・副市長と部局長との意見交換会 

○ １１月２１日 ビブリオバトルオブザイヤー大賞受賞市長報告 

○        九州音楽研究大会レセプション 
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○ １１月２２日 相浦中学校ゆたか教室開級式 

○        九州音楽研究大会 

○        市政懇談会（針尾地区） 

○ １１月２３日 長崎県ＰＴＡ研究大会佐世保大会 

○ １１月２５日 学校訪問ＳＡ（白南風小） 

 

【西本教育長】 

定刻になりましたので、１１月の定例教育委員会を開きたいと思います。 

 来週から１２月に入ります。学校のほうも一応大きな行事は大体終わったような感じ

がいたしました。先日、黒島の駅伝大会に行ってきましたが、今年最後の行事だとおっ

しゃっていましたから、もう冬休みモードにそろそろ入るのではないかと思います。 

 それでは、早速ですけれども、議題のほうに入りたいと思います。 

 まず、令和元年の９月の議事録の確認ですが、それぞれお手元にあるかと思いますが、

内容についてご異議ございませんでしょうか。 

 

【全委員】 

 はい。 

 

【西本教育長】 

 では、よろしくお願いいたします。 

 議題です。①令和元年１２月補正予算（第８号）の件ということで、本日配布してお

ります資料に基づいて説明をさせていただきたいと思います。当局から説明をお願いい

たします。総務課長。 

 

【松尾総務課長】 

 今ご案内いただきました、右肩に当日配付①と記載された資料をごらんください。 

 １２月４日から１２月定例市議会が始まります。その中で教育委員会として補正予算

を上程いたしましたので、ご説明させていただきたいと思います。 

 資料は３ページをごらんください。今回補正予算として計上しておりますのは、大き

く５点でございます。一つは人件費の補正を行いました。職員の給与及び一時金の見直

し等を行いました。二つ目に来年４月から会計年度任用職員という非正規の職員に対す

る新しい制度がスタートいたします。これに伴う経費を計上しております。三つ目に、

総務課の事業のうち、一般施設改修費という学校施設の維持管理を行う経費の予算が不

足しましたので、その経費を計上しております。四つ目に２０２０年のオリンピックに

関連する予算、最後に繰越明許費ということでございます。 

 ３ページの表に基づき順次説明をさせていただきますけれども、１点、最初に人件費

だけが多くの目にまたがるものですから、まとめて説明をさせていただきたいと思いま

す。６ページをお開きください。 

 このたびの人件費につきましては、国及び県が人事院勧告、それから人事委員会で勧
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告を出しまして実施することに伴い、佐世保市の職員給与についても改定を行うという

ことで、１２月の定例市議会に改定案を提案しているところでございます。 

 内容につきましては、大卒初任給に相当する初号給を１,５００円、高卒初任給に相当

する初号給を２,０００円引き上げるなど、人事院勧告に準拠した改定となっております。

さらに期末勤勉手当につきましても０.０５月分引き上げることとしております。なお、

人事異動に伴う職員の入れ替わりがあっておりますので、総合的に費目ごとに調整を行

っております。 

 さらに、先ほど申しました来年の４月１日から会計年度任用職員という新たな制度が

スタートします。これまで、自治法では非正規の職員をあまり想定されておらず、例え

ば特別職等で位置づけて運用を行っておりましたが、法的に整理が必要だということで、

自治法の改正が行われました。これにより、非正規で雇用している職員については、基

本的に一般職員と同等に扱うということを定め、会計年度任用職員という制度をスター

トさせます。 

 このたびの補正予算で計上しておりますのは、現在、パートとして雇用している方は、

会計年度任用職員に移行していただくという関係から、いったん退職金を支払う必要が

あります。所要額については、賃金として計上しておりますが、お手元の資料のとおり

でございます。 

 ３ページに戻りまして、３ページの資料の下から３項目、１１款、２項、１目でござ

いますけれども、これは小学校の施設維持改修事業になります。こちらにつきましては、

減額の補正予算として計上しておりますが、実は、夏休みに外壁落下事故が佐世保市で

も起こりました。全国的にも外壁が落下するという事故が相次いだため、緊急点検を行

いました。そして、危険な箇所については立入禁止措置をとった上で改修工事を行いま

した。その関係で予算が不足をしたため今回補正予算として計上しています。 

 ここでどうしてマイナスの補正予算になっているかといいますと、その財源を賄うた

めに、今年度予定をしておりましたトイレの洋式化工事のうち、補助金を受けて実施す

る分については対応したのですが、市単独予算で実施する分を、今回は来年以降に見送

りまして、財源を賄っているという状況でございます。 

 ３ページの一番下、中学校費につきましても同様の内容でございます。一般施設改修

費を計上して、トイレの単独事業分を落とすということで、最終的には減額の補正予算

になっております。続きまして、４ページをお開きください。 

 下から二つ目の東京２０２０オリンピック等関連経費でございます。内容につきまし

ては、聖火リレーに関する経費でございます。福島県をスタートして、令和２年、来年

の３月２６日から７月２４日まで予定されております聖火リレーにかかわる経費でござ

いまして、予算としては、聖火リレー及びセレブレーションのための準備、周知経費２

１３万９,０００円から、ハンドボールの世界選手権の事前キャンプにかかる受け入れ経

費、９１万１,０００円を差し引いた約２２万８,０００円について計上しているところ

でございます。続きまして、５ページをお開きください。 

 債務負担行為についても計上しています。同じく東京２０２０オリンピック関連経費
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でございまして、こちらの債務負担行為につきましては、契約は今年度締結するのです

が、支払い等が来年になるものでございます。こちらは聖火リレーにかかわる警備、会

場設営、看板設置、撤去に係る委託料など、１,４２５万円のほうを計上しております。 

 さらに繰越明許費についても予算を計上しています。上から順に説明をしていきます。 

 まず中学校の施設保全事業についてでございます。これは清水中学校でございます。

清水中学校にかかわる設計経費を今年度予算で計上しておりましたが、先行して実施し

ております、日野小学校においていろいろ検討していく中で、仮設のあり方や、敷地の

利用の仕方など、しっかり考えたほうが良いのではないかという課題が出てきたもので

すから、同じく清水中でも時間をとって、しっかり学校や地元と協議しながら進めよう

ということになり、契約の時期をずらすこととしました。その関係で年度内の終了がで

きませんでしたので、繰り越すものでございます。 

 続きまして、世知原地区公民館の講堂整備事業でございます。こちらは、解体を今年

度当初に、それから造成工事に入るようにしていたのですけれども、解体工事について、

アスベストが含有されているというのが、本年度当初予算に間に合わなかったのですけ

れども、昨年度末に判明し、仕様書や設計を見直した経緯がありました。解体が多少お

くれたことにより、造成もおくれてしまったため、年度内に完成しなかったものでござ

います。 

 続きまして、吉井地区の公民館と吉井洞窟のガイダンス施設についてでございますけ

れども、こちらは、当初、いろんな工事をラップさせて施工しようと考えていて、工程

のほうを組んでいたのですけれども、事業者との調整等を行う中で、工程を見直しした

関係で、年度内の完了が難しくなったものでございます。予算についての説明は以上で

ございます。 

 

【西本教育長】 

 補正予算について、何かご質問ございますでしょうか。 

 私からお尋ねします。最初の説明で、外壁落下の対応について、予算が不足したとい

うことで、それとまた別に、トイレの洋式化工事を減額補正するが、すでに洋式化の予

算を外壁対応に回したということですか。 

 

【松尾総務課長】 

 今、全部で４０校ほど、立入禁止の措置をした学校のうち、３校については、一般施

設改修の既定予算から先行して執行させていただき、対応しています。残り３０校につ

いては、これから予算措置をして対応するようにしています。 

 

【西本教育長】 

 洋式化工事の部分が余るので、それを今度減額補正しますということですか。 

 

【松尾総務課長】 
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 はい。 

 

【西本教育長】 

 外壁工事の部分に不足が生じるので、トイレの洋式化工事の予算を一部回すために、

減額補正をするということですか。 

 

【松尾総務課長】 

  そのとおりです。 

 トイレの洋式化の予算が執行できない理由も言わないといけないと思います。緊急点

検及びその対策に人手がとられて、設計等の業務が進まなかったというのも理由の一つ

にありますし、学校現場が重なってしまい、工事が実施できないという見込みもありま

した。 

 

【西本教育長】 

 マンパワーがどうしても足りないため、今後その予算を残したままでいくと不用額に

なってしまうので、減額補正しますということですね。 

 もう一つ、５ページの繰越明許費で清水中学校について１,４００万上がっているのは、

学校の部分で調整が必要だという説明だったと思うのですが、それならば、よく協議を

してから予算に上げればよかったのではないですか。予算を計上してから協議をして、

これはできないとなって、繰越をするということは、やり方としておかしいのではない

かと聞かれることが想定されます。 

しかし一方では、議会の承認や予算もなく勝手に協議に入るということはできないの

で、当初予算に計上し、それから協議に入り、協議の中で一番よいやり方を考えるうち

に時間がどうしても足らなくなった、そういうことでしょうか。 

 

【松尾総務課長】 

 はい、そのとおりです。しっかり説明をしていきたいと思います。 

 

【西本教育長】 

 ４ページのオリンピックの関係は、聖火リレーは５月９日の予定なので、当初予算に

上げてとりかかりよったら間に合わない。だから、本年度のうちに補正、債務負担行為

を含めて計上しているということですね。 

 

【松尾総務課長】 

 はい。 

 

【内海委員】 

 質問というよりも、教えていただきたいのですが、６ページの資料の中で、人事院勧
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告ってありますね。人事院の勧告を受けてと、よく耳にはするのですけれども、民間人

からすると、人事院とは、市の中の組織でいうとどういう組織やポジションで、どうい

う人たちで構成されているのかということ、また、職員の手当があって、この共済費は、

率、要するに給与がこれだけになると、その何％共済費と、これは自動的に比例して上

がっていくのかというのが、私ども民間人ではわからない部分なので、教えていただけ

ればなと思いました。 

 

【池田次長兼新しい学校推進室長】 

 人事院という組織は、都道府県や市町村にはございません。都道府県には、人事委員

会がございますが、佐世保市には人事委員会もございません。もし、人事委員会があれ

ば、佐世保市内の事業所を調査して、佐世保市の給与は幾らだということを提示して、

佐世保市に答申することになります。 

 

【内海委員】 

 佐世保市内の事業所というのは、佐世保市の一般企業ということですか。 

 

【池田次長兼新しい学校推進室長】 

 そうです。県の場合は、県内の企業・事業所の給料について調査をし、その結果とし

て、県に対し、このくらい給与を上げなさい、下げなさいということを提示します。佐

世保市におきましては、人事委員会がないため、国の人事院の勧告を踏襲しているとい

う状況です。 

 

【西本教育長】 

 一定規模以上の、いわゆる給与について、国の人事院が全国調査を行います。そして、

民間の給与と、それから国家公務員の給与を比較して、景気が良くなれば、それにつれ

て国家公務員も何％かと上昇します。今回は主に、初任給や若年層の賃金を中心に上げ

られています。それと、期末手当を０.０５月分上げる部分についても補正として上がっ

ています。 

 

【池田次長兼新しい学校推進室長】 

 共済費の率というのは決まっているので、給料が上がらなくても、期末手当の率が上

がれば、共済費も自動的に上がります。 

 

【内海委員】 

 過去、逆に下がるときは下がっていくということですか。 

 

【池田次長兼新しい学校推進室長】 

 率が下がったときもあります。 
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【内海委員】 

 わかりました。 

 

【西本教育長】 

 ほかに何かあれば。よろしゅうございますか。 

 それでは、２番目の佐世保市公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正の件につ

いて、説明を求めたいと思います。社会教育課長。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 それでは、事前配布資料１をお願いいたします。議題②、佐世保市公民館の設置及び

管理に関する条例の一部改正の件について説明いたします。１ページをお開きください。 

 今回、この条例について、三つの要件に関して改正を行いたいと思っています。一つ

は、早岐地区公民館花高体育室、それから三川内地区公民館体育室に半面利用の使用料

を定めるということです。半分しか使用しないという場合の料金設定をします。 

 二つ目に、鹿町支所の鹿町地区公民館への移転に伴い、２号和室が公民館貸し室とし

て使用できなくなるため削除する。この２号和室というところに鹿町支所を入れますと

いうことで、その貸し室要件というのを条例上削除します。 

 三つ目が、吉井地区公民館の吉井地区複合施設への移転に伴い、同公民館の位置の変

更及び使用料の改定を行います。これは先ほどの繰越案件にもありました吉井の複合施

設が来年５月に完成することを受けまして、その準備のために条例を改正するものでご

ざいます。その詳細について、４ページをお開きください。初めに、吉井地区公民館の

位置が変わります。吉井町立石４７４番地から吉井町立石４７３番地へ改正になります。 

 続いて７ページをごらんください。吉井地区複合施設の敷地の配置図があります。現

在から移ることにより番地が変更となりますので、条例上の番地も変更いたします。 

 それから、次の表、別表第２、４ページにお戻りください。ここに花高体育室と金額

が５２０円、１,４８０円とあるものが、前面と半面という金額の設定があります。次の

５ページのところの一番上にも、これが三川内公民館の体育室のことなのですが、前面

と半面という料金設定をいたしております。こちらは図面でいいますと、１０ページ、

１１ページに体育室の図面がついておりますが、従来、公民館の体育室を使うときには、

少ししか使用しなくても、全体を使っても同じ金額だったものを、半面利用ということ

で、金額を半額にする措置をとるということです。 

 公民館の体育室というのは市内に１２カ所ございます。そのうちのこの二つだけがこ

の半面利用という料金設定をしておりませんでした。ほかの１０施設については半面利

用をしておりました。設定していなかった理由につきましては、早岐の公民館は、広さ

が異なる体育室が三つあったため、利用者はその中から選択するという方法でした。三

川内については、元は武道場でしたので、武道場としての利用しか想定がなかったため、

半面利用というものがありませんでした。このように、早岐・三川内の２公民館だけが
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半面利用の設定がありませんでした。しかし、やはり居室も大きいものですから、少し

しか使用しないという部分にも対応できるよう、ほかの体育室と同様に半面利用を設定

するという改定を行うものです。 

 それから５ページの鹿町地区公民館でございます。１号和室、２号和室と料金設定が

あったものを、１号和室の料金設定のみにいたします。こちらは、１２ページに鹿町地

区公民館の１階の図面があります。玄関から入ってすぐ右側に公民館事務室があって、

その奥に管理人室や貸し室である和室があったのですが、その部分を支所として移転を

させます。実は鹿町支所は老朽化により、急遽の移転が必要になっております。そのた

めに公民館のこの建物の中に仮移転をさせるという措置を行います。来年の２月をめど

に工事を完了させる予定ですが、これにより、２号和室が使用できなくなるため条例か

ら削除するというものでございます。 

 改正の時期は、鹿町地区の公民館の支所移転の分は来年の２月の予定、そして吉井地

区の複合施設の移転が来年の５月の予定ですが、この条例の中ではこの日にちを定めま

せん。規則で定めるということで施行年月日を入れております。これは万が一、不測の

事態によってこの日程が変更になったときに、議会を経ずとも施行日を変更することが

できるようにするために規則で定めるとなっております。 

 あと、公民館の体育室の料金申請、半額料金の設定につきましては、通知期間を含め

て来年の１月１日に施行するということで条例案を上程するものでございます。 

 以上、公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について、ご審議のほどよろし

くお願いいたします。以上です。 

 

【西本教育長】 

 ただいまの説明について、何かご質問はありませんでしょうか。 

 

【深町委員】 

 この早岐と三川内地区公民館の体育室の半面使用ですが、これは使用者側からの要望

があって始めるのでしょうか。それとも、全体でこの２地区公民館だけがなっていなか

ったから、設定しようと考えたのですか。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 現在、使用されている団体から半面利用したいという要望はありません。利用されて

いる団体はいずれも人数が多く、全面利用されている状況です。ただ、まだ利用されて

いない方から半面料金はないのでしょうかという話はありました。それから、今回この

件を発見したのは、吉井、鹿町の公民館の件を整理する中で、ほかの公民館に齟齬はな

いかということを調べる中で、この２地区公民館だけが体育室の半額設定がないという

ことで、利用者に有利に働くようにするために、整合をとったほうが良いのではないか

考えた次第です。 
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【深町委員】 

 良いことだと思います。すごく使用者側のニーズに応えた設定かなと思って感心しま

した。 

 

【西本教育長】 

 鹿町公民館の２号和室を無くすということですが、これは畳の部屋だったと思います。

公民館は避難所施設になり、避難を要する場合にはまずは畳の部屋に避難されるのです

が、１号和室だけで足りるのでしょうか。さらに和室が必要だという話になったときに、

どういう対応を考えているのでしょうか。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 １号和室は十何畳ぐらいしかありません。今年の大雨による避難があった際に、実績

として最大３０人程度の避難者がありました。そのため、和室１つでは足りないのでは

ないかという懸念がありました。そこで、鹿町公民館の中に食堂というスペースがあり

まして、そこに１号和室で使用しなくなった畳を移設しまして、万が一のときには、そ

の畳を使って和室として利用できるような対応措置を行う予定にしております。 

 

【西本教育長】 

 わかりました。ほかにございますでしょうか。よろしゅうございますか。 

 

【全委員】 

 はい。 

 

【西本教育長】 

 それでは、３番目の議題です。島瀬美術センター臨時休館及び臨時開館、開館時間延

長の件について、当局から説明をお願いいたします。館長。 

 

【安田島瀬美術センター館長】 

 当日配布①、９ページをおあけください。議題③でございます。 

 島瀬美術センター臨時休館及び臨時開館、開館時間延長の件ということで、佐世保市

が主催する遊びのこま展の開催に伴い、次のとおり開館日時を設定することを提案しま

す。令和２年１月７日火曜日、開館が午前９時３０分となります。 

 提案の理由として、中国からの大型クルーザーの客船の乗客の皆様がこま回しの体験

を行うために、この遊びのこま展の開催中、１月７日火曜日にどうしても来館されたい

という申し出がございました。主催事業ですので臨時開館として対応したいと思ってお

ります。しかも、２７０名様がいらっしゃるということになったため、午前１０時にオ

ープンしては皆さん方にこま回しの体験を全員させることは難しいということで、４５

人を６班に分けまして、朝から夕方まで順次対応しようということになっております。
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そのため、臨時開館を９時３０分にし、対応したいと思っております。 

 １１ページに遊びのこま展の概要を記しております。これまでも島瀬美術センターで

は正月の時期に佐世保独楽の展覧会をやっております。最初は、えんを結ぶ佐世保こま

展、それから、四季彩佐世保独楽展というのをやっておりまして、いずれも非常に日本

人のお客様はもとより、米海軍佐世保基地のお客様もお越しいただいて、子どもたちと

一緒に遊びの体験をされるという場面がございました。 

 島瀬美術センターは非常に今、展覧会の会場が皆さんからおかげさまでたくさんのご

予約をいただいており、年に１３０本ぐらい展覧会があって、いつ来ても何かやってい

るという状態にしているのですけれども、１月６日から８日までたまたまこの３日間が

あいていたということがありまして、会期は短いのですが、私たち主催で佐世保独楽展

を入れることにしておりました。 

 佐世保独楽のテーマとしては、五節句をテーマにした佐世保独楽、そして米海軍佐世

保基地のキングスクール、エレメンタリースクール、そして祇園小学校など、生徒や児

童が描いたプレーボード、これを展示しまして、遊びのこまというテーマですので、実

際にこま回しを体験していただきながら、日本の五節句をテーマにしたこまも見てもら

うという内容でございまして、そして、イベントとして、１月７日にコスタアトランチ

カ号の中国の天津からのワールドツアーのお客様が２７０名ほど来られると。８日の日

は一般の皆さんにもこま回しを体験していただこうという企画内容になっております。 

 以上、島瀬美術センターの臨時開館と開館時間延長の件のご審議をお願いいたします。 

 

【西本教育長】 

 ただいまの説明について、何かご質疑等ございますでしょうか。 

 私から。同日に日中の児童生徒の絵画展は入っていませんでしたか。 

 

【安田島瀬美術センター館長】 

 はい、ちょうどその時期に佐世保瀋陽児童友好絵画展も入っております。それもあわ

せて天津のワールドツアーのお客様にも見ていただこうと思っておりますので、４階だ

け開館するのではなくて、全館開館する予定です。ほかの絵画展の階も、そして１階で

は前かけ展という、酒蔵の前かけを展示する展覧会を開催しているので、それもあわせ

て海外のお客様に楽しんでいただこうと思っております。 

 

【西本教育長】 

 わかりました。ただいまの説明について、何かご質問ありますでしょうか。 

 

【全委員】 

 ありません。 

 

【西本教育長】 
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 それでは、議題は三つで終わりでございます。 

 協議事項は今回ありませんので、報告事項に入っていきたいと思います。 

 まず、第３回佐世保市教育振興基本計画（第３期）策定検討委員会について、説明を

お願いします。 

 

【松尾総務課長】 

 総務課長です。事前配布資料３をごらんください、先週１１月１８日月曜日に３回目

の策定委員会を開催させていただきました。１回目は第２期の振り返りで、今抱えてい

る課題等を説明し、第２回では、今進めている総合計画の策定過程の中で出てきていま

す施策１から施策３について説明をさせていただきました。今回、第３回ということで、

そういった施策１、２、３並びにそのほかの事務事業についても説明を行ったところで

ございます。 

 教育振興基本計画については、１２月の前期教育委員会で改めて勉強会を開催させて

いただきたいと思っておりますので、今お手元に配布している資料も含めてまた改めて

説明をさせていただきたいと思います。第３回目の策定委員会で、委員の皆様からござ

いました質問といたしましては、小中学校の建てかえ、予防保全について、災害が多様

化、甚大化している状況を踏まえて、長期的な視点に立った計画が必要ですよというこ

とで、具体的な計画を教育振興基本計画に盛り込むわけにはいきませんが、下位計画、

私たちの建物の更新計画がありますので、そちらに反映させていただきますとお答えを

したところでございます。そのほかにも、支所と複合化を目指している公民館について

もいろんな必要性とかが指摘されて、それについても個別の計画等で検討していく旨の

回答をしております。そういったやりとりが幾つかございましたので、それも含めて改

めて勉強会で説明をさせていただきたいと思っております。報告は以上であります。 

 

【西本教育長】 

 ただいまの教育振興基本計画（第３期）について、ご質問ございますでしょうか。こ

れはまた後ほど時間をとって説明させていただこうと思っております。 

 それでは、次に参ります。佐世保市子ども読書プラン（第３次）について、説明をお

願いいたします。社会教育課長。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 それでは、事前配布資料４をお手元にご用意いただければと思います。 

 佐世保市子ども読書プラン（第３次）につきましては、この定例教育委員会では８月

２２日の定例協議でもお話をさせていただき、社会教育関連の計画は幾つかあるのです

が、読書プランだけは次期計画も策定していきたいというご報告をさせていただいてお

ります。その続報でございます。資料１ページをお開きください。読書プランだけは計

画を策定していきます。個別計画をつくっていきますという話を記載しています。 

 ３ページにその理由として、この読書プランが独自の取組事業であるということが書
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き込まれて、読解力、学力向上に大きく寄与した計画である。だから、これを継続して

頭出ししていきたい。その中でも重点施策について、家庭での読書活動、読書に関する

講座、研修会というのも充実しないといけない。３番目の学校司書の効果的配置、学習

センターとしての学校図書室の機能充実ということもきちんと計画に再度うたって確保

していかないといけない。４番目の市立図書館を核とする関係機関との連携、これもし

っかりと結んでいかないといけない。そのために計画を第３次としてつくっていこうと

いうことで進めておりました。 

 ４ページをごらんください。第３次と第２次との相違点につきまして、実はこの読書

プランにつきましては社会教育課だけがつくるという話ではなく、学校教育部門、社会

教育部門、図書館、そして幼児教育部門が集まってワーキンググループをつくって進め

ています。その中で第２次計画までは子どもと本をつなぐということを最重視してきた

のですが、第３次計画では、新たに読書の成果を生かす取組の推進を行う。調べる学習

コンクールなどもしっかりとここで提示するということを話し合いました。 

 それから、障がいのある子どもへの支援という部分について、県の読書推進計画の中

で、障がいのある子どもへの支援ということがしっかりと書き込まれております。それ

から、障がいの有無にかかわらず、一人一人に合わせた支援、インクルーシブ教育とい

う項目というものもありますので、佐世保市の読書プランでもきちんと盛り込んでいこ

うという方向性を持ってつくってまいりました。 

 今日は、事務局でワーキングをしてつくってきた第３次の案というものを教育委員の

皆様にごらんいただいて、ご意見をいただきたいということで報告するものです。さき

に１０月２４日には図書館協議会の委員の皆様、１０月３０日には公民館運営審議会の

委員の皆様に同じようにお示しして、既にそのときにいただいた意見を反映して変更し

た部分もありますが、有識者の皆様にごらんいただき、ご意見をいただきながら、最終

的には今年末にパブリックコメントにかけて、年明けには素案を精査して、そして、素

案から案に切りかえて、提案していきたいと考えています。 

 変更した部分については、新旧対照表をつけております。この分、変わったところに

線が入っておるのですけれども、少し特長的なところをご説明したいと思います。 

 新旧対照表の１１ページをごらんください。こちらでは、第１次、第２次では本の読

書に関するデータというものが移り変わったのかという実績を載せておりますけれども、

ごらんのとおり、平日に本を全く読まない子どもの割合というものは減ってきて、貸出

冊数は増えていっています。また、学校への図書館の支援の件数というものもものすご

く伸びているということで、この読書プランがもたらした成果・効果は、実績としてし

っかりあらわれているということを確認として添付いたしております。 

 それから５１ページ以降が、これからの第３次計画における取組による具体的な数値

目標を添付していますが、５４ページをお開きください。これからの第３次計画につき

ましては、単純に本に親しむという機会を増やすだけではなく、その本によって得られ

た知識をいかに学習に生かすことができるか、もしくは自分の得た知識を人に発表する

ことに生かすことができるのか。そういうところもしっかりとかかわっていくというこ
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とで、調べる学習コンクールへの応募点数なども成果指標にするという試みを進めてお

ります。 

 今お話ししましたような新しい視点、学習の成果、読書を学習に生かすということが

できるような取組にしていこうということで、学校教育部門、社会教育部門、それから、

専門的知見を持って連携をしていく図書館部門、さらに幼児教育部門も連携して取り組

んでいくこと、さらには、障がい者に対応することについても意識を持って取り組んで

いくというのを文言に込めながら、第２次計画を踏襲しつつ、第３次計画をつくってお

ります。 

 今ここで全てのご意見をいただくというのはなかなか難しいかと思っておりますので、

時間は非常に限られておりますけれども、来月１２月の第１週をめどにご意見をちょう

だいできればと思いますので、ご意見がございましたら、電話や口頭でも結構ですし、

お気づきの点についてご意見を賜れればと思っております。 

以上、読書プラン（第３次）の素案についての報告でございます。 

 

【西本教育長】 

 ただいまの説明について、何かご質問はございますでしょうか。 

 

【合田委員】 

 図書ボランティアの支援というところが第２期に比べると、すごく細かく上げてくだ

さっているようなので、とてもありがたく思いますし、この１０年弱で社会教育課とボ

ランティアのつながりがすごく密になったことは、私たち保護者、地域の人間としても

心強く思っております。 

 ブックスタート事業も、県教委の研修に行きますと、佐世保市の取組はすごいですね

とよく言われます。佐世保市では配付率が９７％ぐらいあると思うのですけれども、小

さいときからの読書が人間を成長させると思います。市内のある小学校の校長先生がつ

くられた文章の中でも、７歳の子どもの読書量が２０年後のイギリスを変えるという、

イギリスの元首相のブレアさんの言葉を引用されて先生方に訴えられていたのですけれ

ども、私も同感です。この小さいころの読書量が２０年後の佐世保市を変えるとも言い

かえられると思いますので、ぜひ、幅広いご意見を集められて、よりよいプランになる

ことをほんとうに心から願います。 

 

【内海委員】 

 第２次から第３次へのステップアップはどのような年数の設定をしていますか。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 読書プランについては５年スパンの計画になっていますが、２次が今年度いっぱいで

切れるわけです。ですから、その切れる前に第３次を、第２次を完全に終わらせてから

の検証ではなく、これまでの状態というものを吟味しつつ、第３次にはどう盛り込んで
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いったらいいのかという、引き続きながらつないでいくようなことで進めております。 

 

【内海委員】 

 ２次計画を策定し５年間実施したことによる、特に現場の各学校の先生方への落とし

込み、結果というのはどのようなものですか。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 社会教育という部分では、明らかな数字について統計で上げているのですけれども、

やはりこの第１次、第２次と続けてきた中で、学校司書の数が増えているわけです。増

えた結果、学校司書が関与できている学校図書室の質はどんどん変わってきている状況

というのがあり、それが結局、子どもの図書館利用者数にも反映していますし、貸出数

にも反映しているという状況があります。 

 さらに、学校司書以外の先生に対するノウハウの伝授というものも行われていますの

で、学校司書がいないときにも学校図書室が有効に機能しているという状況もあります。 

 

【内海委員】 

 学校訪問をして、必ず図書の貸出がどうなのかというのは数値をいつも見せていただ

くのですけれども、ある学校はきちんと目標を立てて、それもかなり高い目標を立てて、

それに対して読書、子どもたちに本を読ませるという活動をされている学校もあれば、

目標を設定していない学校もあります。目標がないと、やはり読書量は伸びていない状

況にあります。現場での実態においていろいろ差があると思うので、ぜひ、現場の校長

先生や教頭先生たちへ啓蒙することも検討していただきたいと思います。感想でござい

ます。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 当然、私たちも必要だと考えておりますし、本を学習に生かしていくという仕組みづ

くりというものを、第３次においてしかけていきたいと考えています。さらに、学校に

も考えていく必要性というものも明確に打ち出していければと思っております。 

 

【深町委員】 

 ６１ページの子どもの読書傾向についての参考資料について、長崎県と全国は平成２

６年度の数値ですが、佐世保市については平成２５年度が載せてあります。蔵書率やボ

ランティア活動などは平成２６年になっているのに、何か理由があるのですか。年度が

違うと比べにくいと思います。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 整合をとりたいと思います。 
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【西本教育長】 

 私から。例えば１０ページ、１１ページ、特に１０ページ、目標というのは、例えば

（２）平日全く本を読まない子どもの割合とありますよね。目標の１というのは、これ

は令和元年度だと思うのですが、５年間の読書プランで目標が何で令和元年の目標にな

るのでしょうか。例えば令和６年が目標になるのではないですか。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 社会教育課長です。この項は、第２次計画における取り組みの成果と課題というのを

分析しているところです。ですから、第２次計画期間中のデータというものを載せて、

令和元年度が最終年というところで入れていると思います。 

 

【西本教育長】 

 そうすると、例えば、２６年度は目的はずばり達成しているというわけですね。目標、

平成２６年度は２１.１、中学校３年生は３１.７となっているが、実績の部分も２１.１、

中学校３年生は３１.７と、同じ数字になっているのは何でだろうと感じました。 

 また、元号について表現を統一した方が良いと思います。さらに、新旧対照表は、左

右がずれないように並べて記載してください。 

 ほかにありますか。次の勉強会のときにまとめてご意見をいただきたいと思いますの

で、もし修正があれば、事前に配布するようにしてください。 

 次に参りたいと思います。報告事項③、第５回Ｓａｓｅｂｏ Ｅｘｐｏの開催につい

て、説明をお願いいたします。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 社会教育課長です。報告事項の③でございますが、事前配布資料２、１ページ目がＳ

ａｓｅｂｏ Ｅｘｐｏのご案内でございます。第５回Ｓａｓｅｂｏ Ｅｘｐｏを来月１

２月７日土曜日、１３時から市民文化ホールで開催いたします。第５回目となりました

ので、委員の皆様にも随分ごらんいただき、また、定着もしてきているものでございま

すが、今回のトピックとしましては、高校生のボランティアに多く参加いただくように

しておりますが、聖和学院の高校生がコーラスとしてオープニングを飾る。あわせてや

はり英語のボランティアもするということになっております。時間のお許しいただける

状況があればごらんいただければと思っております。よろしくお願いします。 

 

【西本教育長】 

 よろしゅうございますでしょうか。 

 

【全委員】 

 はい。 
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【西本教育長】 

 次です。報告事項④、語らいの広場の開催について。社会教育課長。 

 

【小田副理事兼社会教育課長】 

 同じ資料の２ページ目をごらんください。報告事項④令和元年度「語らいの広場」で

ございます。社会教育課では、毎年、市ＰＴＡ連合会と共催して三つの事業を行ってお

ります。一つは、５月に開催する新人ＰＴＡの方々を対象とした研修会、二つ目が秋に

開催する、この語らいの広場、そして定例的には毎年１月頃に開催する研究大会、この

三つが共催事業として大きな行事がありますが、今回、先ほどのＥｘｐｏと同じく、１

２月７日土曜日午前１０時から１２時まで、清水地区公民館の講堂で開催いたします。 

 今年は、市Ｐ連の研修部の方と話をする中で、語らいの広場というからには、ほんと

うに語らえる広場にしたいということで、参加者同士で家庭における悩み、そして思い

というところを語り合いながら共有して前に進められるような研修をしたいという意向

がございましたので、ながさきファミリープログラムを活用しながら、グループワーク

を行う研修会として開催を予定いたしております。同じ日に午前、午後と社会教育課の

事業が二つ続きますけれども、ごらんいただければということでご案内申し上げます。 

 

【西本教育長】 

 何かご質問はありますでしょうか。よろしゅうございますか。 

 

【全委員】 

 はい。 

 

【西本教育長】 

 次に参りたいと思います。報告事項⑤佐世保市鹿町地区体育施設の指定管理者の選定

について。スポーツ振興課長。 

 

【嶋田スポーツ振興課長】 

 事前配布資料３ページをお開きください。鹿町地区の体育施設の指定管理者の選定の

件ということでご報告差し上げます。 

 鹿町地区の体育施設の指定管理について、来年３月３１日をもって５年間の期間が満

了になります。４ページをお開きください。今年の８月１３日から公募をかけまして、

応募者が一つ、特定非営利活動法人スポーツクラブしかまちからありました。今月２１

日に指定管理者選定委員会に諮問を行い、この１社を選定するということで答申が出ま

したので、スポーツ振興課として、スポーツクラブしかまちを選定したものです。 

 再度３ページをお願いします。対象施設としましては、鹿町地区にございます５つの

施設です。この５施設を令和２年４月１日から５年間、指定管理の選定をしたものです。

これにつきましては、１２月の定例市議会に指定の件ということで提案を差し上げて、
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議会の議決を得て指定するという流れになります。６ページ以降は施設の概要等を載せ

ております。以上でございます。 

 

【西本教育長】 

 ただいまの説明について、何かご質問はございますでしょうか。 

 私から。平成２１年度から平成２６年度までは３ページの対象施設の①から④をスポ

ーツクラブしかまち、株式会社濱野屋は⑤の海洋スポーツ基地をそれぞれ指定管理者と

して運営されていたと思うのですが、今回、対象施設を①から⑤までということで、一

括して指定管理者を募集したとは何か意味のあるのですか。 

 

【嶋田スポーツ振興課長】 

 ご指摘のとおり、平成２１年度から２６年度までが、この二つの事業者が運営してい

たのですが、平成２７年度から今の５年間は、この五つの施設を一括して公募にかけ、

その結果、株式会社濱野屋が指定管理者となっています。今回は公募をかけたところ、

株式会社濱野屋は応募されず、スポーツクラブしかまちさん１社から応募があったとい

う状況でございます。 

 

【西本教育長】 

 了解しました。もう既に①から⑤をまとめて募集していたということですね。ありが

とうございます。何かありますでしょうか。よろしゅうございますか。 

 

【全委員】 

 はい。 

 

【西本教育長】 

 次に参りたいと思います。第１１回下村脩ジュニア科学賞の表彰式と、令和元年度の

佐世保市少年科学教室閉講式及び発表会の開催、二つ続けて説明をお願いできますでし

ょうか。総合教育センター長。 

 

【友永総合教育センター長兼総合教育センター課長】 

 資料は１１ページと１２ページをお願いいたします。 

 昨年度は下村博士がご逝去されたため、二つのイベントを分けて開催いたしましたが、

今年は例年どおり一緒の日に行いたいと思っております。 

 まず、下村脩ジュニア科学賞ＳＡＳＥＢＯにつきましては、１２月１日の１３時から

１３時３０分までで表彰式を行い、１３時４０分から少年科学教室の閉講式及び科学教

室の発表会ということで、スケジュールはそこに記しているとおりでございます。 

 以上でございます。 
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【西本教育長】 

 これにつきまして、何かご質問はありますでしょうか。 

 なければ、次に参ります。報告事項⑧、教育センター第１回の教育フォーラムについ

てです。教育センター所長。 

 

【梶山教育センター所長】 

 資料１３ページ、１４ページをごらんください。このフォーラムは、昨年度までは研

究実践報告会と題しまして、研究員や実践協力員だけで開催していたのですが、これは

県でフォーラムが開催されていたためにそういうステップを踏んでおりました。ところ

が、今年から県のフォーラムが３年に一度となり、今年はフォーラムがないという状況

となりました。しかし、発表の場を設けたいと考え、佐世保市独自でフォーラムを開催

することにいたしました。 

 １４ページに詳細を記しておりますけれども、メインとなりますのは、２年間にわた

る特別活動の研究調査でございます。この調査については、１１月下旬にリーフレット

ができ上がりますので、次回の定例教育委員会のときにご紹介したいと思っております。 

 ２部構成にしておりまして、２部は元視学官の杉田先生の講演会も予定しているとこ

ろです。改めてご案内を差し上げますけれども、お時間が許す限り、ご出席いただけれ

ばと思っております。 

 この２日後に、研究員、実践協力員１００名近くの情報交換会も年度の締めとして行

いますので、これもあわせてご都合がつかれましたらご出席いただければと思います。 

 以上でございます。 

 

【西本教育長】 

 これにつきまして、何かご質問ございますでしょうか。 

県のフォーラムが３年に一度の開催になったのですか。 

 

【梶山教育センター所長】 

 佐世保市と、大村の県のセンターと、長崎の教育研究所、３センターで毎年持ち回り

のより開催していましたが、３年に１回、大村の県のセンターでやりましょうというこ

とになっていたのです。 

 

【西本教育長】 

 そうすると、例えば佐世保市以外の先生は、大村の１回しかない。 

 

【梶山教育センター所長】 

 そういうことになります。 

 

【西本教育長】 
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 佐世保市や、長崎もおそらく毎年されると思いますので、影響は小さいと思いますが、

ほかの地域の先生たちはそういう機会が少なくなる。 

 

【梶山教育センター所長】 

 そのとおりです。県下レベルで考えるとそうなります。逆に佐世保市でいうと、今ま

では研究員とか実践協力員しか呼んでいませんでしたが、今回からは広く市内全部の協

力員に、希望ですけれども、門戸を広げておりますので、浸透は図れると考えています。 

 

【西本教育長】 

 そういう勉強する機会を減らすというのはいかがなものかなと思います。 

 最後になると思いますが、図書館開催のイベントについてということでご説明をお願

いいたします。図書館長。 

 

【坂口図書館長】 

 報告事項⑨、１５ページをお願いいたします。今回は百科事典活用講座ということで

ご案内です。１６ページと１７ページにチラシを配布しておりますが、こちらは日時と

対象者が異なっております。 

 １６ページは１２月１６日月曜日の午後２時から３時半、対象が公共図書館職員と司

書教諭、それから学校司書を対象に開催いたします。これは月曜日に設定させていただ

きまして、県内の公共図書館の職員の方にも参加していただきたいという考えがありま

す。それと、市内の学校司書の方にも参加していただきたいということで、学校教育課

の配慮により、この日は司書の研修と位置づけましたので、全ての学校司書の方に参加

いただくということで了解いただいております。 

 今回は、実際にポプラディアをつくられている編集員をお呼びできましたので、実際

に百科事典がどうつくられているか、それをどう活用するか。さらには学校の子どもた

ちに興味を持ってもらうような取組や仕組み、そういったものをご講義いただきたいと

いうことで計画をしております。 

 つづいて１７日火曜日につきましては午前１０時半から１２時、一般向けということ

で、対象を絞らずに、１６日に来れない方でも１７日に来ていただけれるように、２日

間開催する予定ということでしておりますので、お時間よろしければご参加いただけれ

ばと思います。以上でございます。 

 

【西本教育長】 

 図書館からのイベントの報告ですが、委員の皆さんから何かご質問ございますでしょ

うか。 

 

【合田委員】 

 質問ではなくて感想を述べます。学校司書の方から、研修に行くのに勤務時間内は行
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けないという声をいつも聞いていました。せっかく図書館で良いイベントや講演会を開

催されるのに参加することができないとお伺いしていたので、すごく良いご配慮だなと

うれしく思いました。一般の方も、多分『舟を編む』を読まれた方なんかは絶対興味が

ありますよね。私もぜひ、勤務を調整して行きたいなと思います。 

 

【西本教育長】 

 よろしくお願いします。その他の事項になると思います。その前に、ナイトプラネタ

リウムのチラシについて説明をお願いします。 

 

【友永総合教育センター長兼総合教育センター課長】 

 少年科学館ではナイトプラネタリウムを開催します。大人の方は、日頃、プラネタリ

ウムに行けない方が多いということと、また、「こぐま座のティオ」という、幼児のた

めのプラネタリウムの最初のデビューということで計画をしております。いずれも予約

制になっておりますのでＰＲ、それから、よろしければご参加いただければと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

 

【西本教育長】 

 ご都合がつかれる方、または知り合いの方にぜひお勧めしていただきたいと思います。 

 それでは、報告事項まで全て終わりました。ありがとうございました。 

  

 その後、次回開催予定日を確認し、終了となった。 

 

 ------- 了 -------  


